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(57)【要約】
【課題】シート状体の敷設状態をより安定化させること
のできる固定具を提供する。
【解決手段】固定具１は、地面Ｇに設置されたプラスチ
ックフィルムＰｆを貫通して地面Ｇに埋め込まれる略棒
状の埋め込み部２と、地面Ｇとの間にプラスチックフィ
ルムＰｆを挟み込む押さえ部３とを備える。埋め込み部
２のうち押さえ部３側の部位である埋め込み維持部４は
、埋め込み部２の長手方向に沿って延びる相対する一対
の外側リブ６と、一対の外側リブ６の間を連結する連結
リブ８と、連結リブ８に対して直交して延びる交差リブ
９と、連結リブ８の両側面からそれぞれ埋め込み部２の
外周側に突出するとともに、一対の外側リブ６から、そ
の間に位置する交差リブ９に向けて、埋め込み部２の先
端部側に傾斜して延びるＶ字状リブ１２とを備える。Ｖ
字状リブ１２は、交差リブ９よりも埋め込み部２の外周
側に突出して、交差リブ９の外側端縁とも連結されてい
る。
【選択図】　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　略棒状の埋め込み部と、前記埋め込み部の一端部に連結され、前記埋め込み部よりも径
の大きい押さえ部とを備え、
　前記埋め込み部が、設置面に設置されたシート状体を貫通して設置面に埋め込まれると
ともに、前記押さえ部が、設置面との間にシート状体を挟み込む固定具において、
　前記埋め込み部は、
　前記埋め込み部の長手方向に沿って延びる相対する一対の外側リブと、
　前記一対の外側リブの横幅方向中間位置の間を連結する連結リブ、及び、前記連結リブ
に対して交差して延びる交差リブを具備し、前記埋め込み部の長手方向に沿って延びる断
面十字状の内側リブと
を備えて断面略王の字状をなす埋め込み維持部を、少なくとも前記押さえ部との連結部を
含む範囲において備え、
　前記埋め込み維持部は、前記連結リブの両側面からそれぞれ前記埋め込み部の外周側に
突出するとともに、前記一対の外側リブから、その間に位置する前記交差リブに向けて、
前記埋め込み部のうち前記押さえ部が連結されていない側の端部である先端部側に傾斜し
て延びるＶ字状リブを備え、
　前記Ｖ字状リブは、前記交差リブよりも前記埋め込み部の外周側に突出して、前記交差
リブの外側端縁とも連結されていることを特徴とする固定具。
【請求項２】
　前記Ｖ字状リブのうち前記埋め込み部の前記先端部側の縁部である先端縁と、前記交差
リブの外側端縁との間を連結する補助リブが設けられ、
　前記補助リブは、前記交差リブの外側端縁から前記埋め込み部の外周側に向けて、前記
Ｖ字状リブの先端縁からの突出長が次第に短くなるよう構成されていることを特徴とする
請求項１に記載の固定具。
【請求項３】
　前記内側リブ、又は、前記外側リブから前記埋め込み部の外周側に突出し、前記埋め込
み部の長手方向に沿って延びるとともに、前記押さえ部と連結される補強部を備え、
　前記埋め込み部のうち前記押さえ部と連結されている側の端部近傍部位の断面において
、前記連結リブと前記交差リブとの交差部から前記補強部の外縁部までの距離が、前記外
側リブの外面のうち前記交差部から最も離間している部位と、前記交差部との間の距離よ
りも長く構成されていることを特徴とする請求項１又は２に記載の固定具。
【請求項４】
　前記内側リブ、又は、前記外側リブから前記埋め込み部の外周側に向けて前記押さえ部
側に傾斜して突出する抜け止め突部と、
　前記埋め込み部のうち前記抜け止め突部が設けられている部位よりも前記押さえ部側に
おいて、前記内側リブ、又は、前記外側リブから前記埋め込み部の外周側に向けて前記押
さえ部側に傾斜して突出する位置決め突部とを備え、
　前記位置決め突部は、前記抜け止め突部に比べ、突出長が小さく、かつ、前記埋め込み
部に対する角度が垂直に近くなるように構成されていることを特徴とする請求項１乃至３
のいずれかに記載の固定具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、地面等の設置面に敷かれるシート状体を設置面に固定するための固定具に関
するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、農作物の生育補助や、緑化のためにシート状体が地面等に敷設される場合がある
。また、当該シート状体を地面等に固定するために杭状の固定具を使用することが知られ
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ている（例えば、特許文献１等参照。）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許第３４２１８３０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、特許文献１に記載の固定具は、地中に差し込まれる地中差込部が、先端側を
細くした略円柱状をなしているとともに、基本的には、外周面が滑らかな面となっている
。このため、固定具を地中に差し込む作業が行い易い反面、風に煽られる等したシート状
体により固定具が上方や側方に引っ張られた場合等において、固定具が地面から抜けてし
まうといったこと等が懸念される。
【０００５】
　本発明は、上記例示した問題点等を解決するためになされたものであって、その目的は
、シート状体の敷設状態をより安定化させることのできる固定具を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　以下、上記目的等を解決するのに適した各手段につき項分けして説明する。なお、必要
に応じて対応する手段に特有の作用効果等を付記する。
【０００７】
　手段１．略棒状の埋め込み部と、前記埋め込み部の一端部に連結され、前記埋め込み部
よりも径の大きい押さえ部とを備え、
　前記埋め込み部が、設置面に設置されたシート状体を貫通して設置面に埋め込まれると
ともに、前記押さえ部が、設置面との間にシート状体を挟み込む固定具において、
　前記埋め込み部は、
　前記埋め込み部の長手方向に沿って延びる相対する一対の外側リブと、
　前記一対の外側リブの横幅方向中間位置の間を連結する連結リブ、及び、前記連結リブ
に対して交差して延びる交差リブを具備し、前記埋め込み部の長手方向に沿って延びる断
面十字状の内側リブと
を備えて断面略王の字状をなす埋め込み維持部を、少なくとも前記押さえ部との連結部を
含む範囲において備え、
　前記埋め込み維持部は、前記連結リブの両側面からそれぞれ前記埋め込み部の外周側に
突出するとともに、前記一対の外側リブから、その間に位置する前記交差リブに向けて、
前記埋め込み部のうち前記押さえ部が連結されていない側の端部である先端部側に傾斜し
て延びるＶ字状リブを備え、
　前記Ｖ字状リブは、前記交差リブよりも前記埋め込み部の外周側に突出して、前記交差
リブの外側端縁とも連結されていることを特徴とする固定具。
【０００８】
　手段１によれば、固定具を設置面に設置した場合に、設置面を構成する設置面構成体（
例えば、土等）が、埋め込み部の内側リブと、外側リブと、Ｖ字状リブとで囲まれた領域
に進入する。つまり、固定具そのものとしては、埋め込み部（埋め込み維持部）を適宜肉
抜きしたような格好の断面略王の字状に構成されて軽量化、省資源化等が図られる。その
一方で、例えば、設置面構成体が土である場合には、設置面に設置された固定具を設置面
から抜き取る際に、埋め込み維持部の内側に入り込んだ土についても、一緒に持ち上げる
必要が生じる。特に、Ｖ字状リブは、交差リブよりも埋め込み部の外周側に突出しており
、固定具を設置面から抜き取る際には、当該Ｖ字状リブの突出部位の上方に位置する土等
をＶ字状リブで押し退ける等の必要が生じる。従って、設置面構成体を利用して、設置面
に設置された固定具の重し（抜け方向への抵抗）を効率的に付加することができ、固定具
の設置状態の安定化等を図ることができる。結果として、固定具を使用して、シート状体
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の敷設状態をより安定化させることができる。
【０００９】
　さらに、Ｖ字状リブは、埋め込み部の先端部側に向けて細くなるように構成されている
。このため、固定具を設置面に設置する際には、Ｖ字状リブを設置面に対し比較的容易に
挿入させることができる。従って、交差リブよりも埋め込み部の外周側に突出するＶ字状
リブを設ける場合であっても、固定具の設置作業性の低下を抑制することができる。加え
て、Ｖ字状リブのうち固定具の設置状態における上面は、その上方に位置する設置面構成
体をより確実に受け止める（Ｖ字状リブの上方に位置する設置面構成体がＶ字状リブの両
側方に逃げ難い）形状となっていることから、Ｖ字状リブ（埋め込み部）が上方に相対変
位するといった事態をより確実に防止することができる。従って、固定具の設置状態の安
定化等を図るといった作用効果がより一層奏されることとなる。
【００１０】
　尚、「前記埋め込み維持部の断面において、前記Ｖ字状リブの外縁部のうち前記連結リ
ブと前記交差リブとの交差部から最も離間している部位と、前記交差部との間の距離が、
前記外側リブの外面のうち前記交差部から最も離間している部位と、前記交差部との間の
距離よりも長く構成されていること」としてもよい。この場合、埋め込み部から外周側に
突出したＶ字状リブにより、設置面に埋め込まれた埋め込み部の回転変位や傾倒変位につ
いても抑制することができる。そのため、埋め込み部の変位に起因して固定具が抜け易い
状態になってしまうといった事態の抑止を図ることができる。また、Ｖ字状リブの形状と
しては、外側リブと、交差リブとの間において直線状に延びる構成に限定されるものでは
なく、湾曲して延びていてもよい（例えば、側面視で略Ｕ字状等をなしていてもよい）。
【００１１】
　手段２．前記Ｖ字状リブのうち前記埋め込み部の前記先端部側の縁部である先端縁と、
前記交差リブの外側端縁との間を連結する補助リブが設けられ、
　前記補助リブは、前記交差リブの外側端縁から前記埋め込み部の外周側に向けて、前記
Ｖ字状リブの先端縁からの突出長が次第に短くなるよう構成されていることを特徴とする
手段１に記載の固定具。
【００１２】
　手段２によれば、固定具を設置面（地面等）に設置する場合において、Ｖ字状リブがシ
ート状体を貫通したり、設置面に埋め込まれたりする際に、Ｖ字状リブのうち、固定具の
設置面等への埋め込み方向先端側の縁部（先端縁）に対し、シート状体、及び、設置面を
構成する設置面構成体（土等）等が接触した場合には、補助リブの傾斜によって、当該シ
ート状体、及び、設置面構成体が、埋め込み部の外周方向に案内されることとなる。従っ
て、Ｖ字状リブを比較的スムースにシート状体、及び、設置面に挿通・挿入させることが
でき、固定具の設置作業性の向上を図ることができる。特に、シート状体に関しては、Ｖ
字状リブが挿通される際にシート状体が比較的大きく破れてしまう、或いは、Ｖ字状リブ
がシート状体に上手く挿通されずに、Ｖ字状リブによってシート状体が地中に埋設されて
しまうといった事態を防止することができる。
【００１３】
　また、補助リブにより、Ｖ字状リブの先端縁と、交差リブとの連結部位を補強すること
ができ、固定具の設置時、回収時、或いは、シート状体により設置面から抜ける方向に力
が加えられた場合において、Ｖ字状リブが付根の部分で折れてしまう等といった事態を抑
止することができる。
【００１４】
　手段３．前記内側リブ、又は、前記外側リブから前記埋め込み部の外周側に突出し、前
記埋め込み部の長手方向に沿って延びるとともに、前記押さえ部と連結される補強部を備
え、
　前記埋め込み部のうち前記押さえ部と連結されている側の端部近傍部位の断面において
、前記連結リブと前記交差リブとの交差部から前記補強部の外縁部までの距離が、前記外
側リブの外面のうち前記交差部から最も離間している部位と、前記交差部との間の距離よ
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りも長く構成されていることを特徴とする手段１又は２に記載の固定具。
【００１５】
　手段３によれば、補強部により、埋め込み部と、押さえ部とをより強固に連結すること
ができる。従って、押さえ部が埋め込み部に対して相対的に傾くようにして変形・損傷し
てしまうといった事態を抑止することができる。また、補強部を設けることにより、押さ
え部の強度及び剛性を高めることができる。従って、例えば、固定具を設置面に設置する
際に押さえ部がハンマー等で叩かれたり、或いは、固定具の設置状態において押さえ部が
作業者に踏まれたり等した場合に、押さえ部が変形・損傷してしまうといった事態を抑止
することができる。さらに、固定具の設置面への設置に際してハンマー等により押さえ部
が殴打された場合に、その殴打による力を埋め込み部に対し、より効率的に伝えることが
できる。従って、固定具の設置作業性の向上等を図ることができる。特に、本手段のよう
に、補強部を埋め込み部の外周側に極力突出させて、押さえ部と連結することにより、埋
め込み部と、押さえ部とをより強固に連結したり、押さえ部の変形を防止したりする等と
いった作用効果がより顕著に奏されることとなる。
【００１６】
　尚、「前記補強部は、前記交差リブを前記埋め込み部の外周側に延長させるようにして
設けられていること」としてもよい。この場合、埋め込み維持部と、押さえ部との連結部
において、外側リブが設けられていない箇所の強度（剛性）を効果的に高めることができ
る。
【００１７】
　手段４．前記内側リブ、又は、前記外側リブから前記埋め込み部の外周側に向けて前記
押さえ部側に傾斜して突出する抜け止め突部と、
　前記埋め込み部のうち前記抜け止め突部が設けられている部位よりも前記押さえ部側に
おいて、前記内側リブ、又は、前記外側リブから前記埋め込み部の外周側に向けて前記押
さえ部側に傾斜して突出する位置決め突部とを備え、
　前記位置決め突部は、前記抜け止め突部に比べ、その突出長が小さく、かつ、前記埋め
込み部に対する角度が垂直に近くなるように構成されていることを特徴とする手段１乃至
３のいずれかに記載の固定具。
【００１８】
　手段４によれば、抜け止め突部が設けられることにより、設置面に設置された固定具の
抜け方向（上方）への変位をより一層防止することができる。さらに、設置面に設置され
た固定具が、設置面を構成する設置面構成体（土等）の中で傾いたり、回転したりしてし
まい、固定具が抜け易い状態となってしまうといった事態をより一層防止することができ
る。従って、固定具の設置状態をより一層安定化させることができる。
【００１９】
　また、例えば、比較的柔らかい地面に設置されたシート状体が作業者に踏まれる等した
場合には、シート状体が固定具に対して下方に相対変位し、固定具がシート状体及び地面
から抜け出し易い状態とされてしまうことが懸念される。この点、抜け止め突部よりも押
さえ部に近い位置に設けられた位置決め突部により、シート状体が固定具に対して下方に
相対変位した場合には、シート状体が位置決め突部に支持され（引っ掛かり）、それ以上
の相対変位が防止されるようになっている。従って、固定具が設置面から抜けてしまうと
いった事態を防止することができる。
【００２０】
　さらに、抜け止め突部よりも押さえ部側に位置する位置決め突部は、抜け止め突部より
も突出長が小さく構成されている。このため、固定具の設置に際して、シート状体が押さ
え部の下面側に相対変位する段階で、位置決め突部がシート状体に干渉してシート状体の
変位が阻害されるといった事態を防止することができる。加えて、位置決め突部は、抜け
止め突部よりも外方（埋め込み部の外周側）に開くような格好で突出している。このため
、上記のように、固定具の周辺部のシート状体が作業者に踏まれる等した場合において、
シート状体が固定具に対して下方に相対変位することを防止するといった作用効果がより
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確実に奏される。このため、位置決め突部は比較的小型ではあるものの、極力外方に大き
く開くことで、固定具の周辺部のシート状体が作業者に踏まれる等した場合において、位
置決め突部がシート状体に当接し易くすることができ、上記のように、シート状体が固定
具に対して下方に相対変位することを防止するといった作用効果がより確実に奏される。
また、位置決め突部を、シート状体において固定具が挿通されたことにより形成された挿
通孔から極力離れた位置に当接させるとともに、シート状体に対する位置決め突部の角度
を極力緩くすることができる。従って、位置決め突部がシート状体に突き刺さり、シート
状体を貫通したり、位置決め突部がシート状体の端部（挿通孔周辺部）の近くに当接する
（突き刺さる）ことで、当接状態が解除され易くなったり、シート状体のうち位置決め突
部が当接した部位と、挿通孔との間が破れたりするといった事態を抑制することができる
。
【００２１】
　尚、抜け止め突部に関しては、位置決め突部よりも埋め込み部の先端部側に設けられ、
固定具の設置面への設置状態において比較的深い位置に配置されることにより、抜け止め
突部による固定具の抜け止めの作用効果がより顕著に奏されることとなる。
【００２２】
　尚、「前記位置決め突部は、前記埋め込み部の長手方向における同じ位置、かつ、前記
埋め込み部の周方向において異なる位置に少なくとも一対で設けられること」としてもよ
い。この場合、固定具の周りのシート状体が踏まれた位置によって、シート状体と固定具
との相対変位を抑止するといった上記作用効果が奏されたり、奏されなかったりするとい
った事態を抑制することができる。
【００２３】
　さらに、「前記抜け止め突部が複数設けられる場合には、前記複数の抜け止め突部は、
前記埋め込み部の長手方向において互いにずれた位置に配置されること」としてもよい。
この場合、埋め込み部をシート状体に挿通させる際に、複数の抜け止め突部が同時にシー
ト状体に挿通されることで、シート状体に対して比較的大きな孔（挿通孔）が形成されて
しまうといった事態を抑制することができる。
【００２４】
　加えて、「前記押さえ部は、中央部を含む範囲において厚肉部を備えていること」とし
てもよい。この場合、固定具の地面への設置に際してハンマー等により押さえ部が殴打さ
れた場合に、当該押さえ部の変形を防止することができる上、ハンマー等の殴打による力
を埋め込み部により効率的に伝えることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】固定具の側面図である。
【図２】固定具の側面図である。
【図３】固定具の斜視図である。
【図４】固定具の斜視図である。
【図５】図３のＡ－Ａ線断面図である。
【図６】図３のＢ－Ｂ線断面図である。
【図７】図３のＣ－Ｃ線断面図である。
【図８】図３のＤ－Ｄ線断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　以下に、一実施形態について図面を参照して説明する。図１等に示すように、畑に植え
られた農作物の種の周辺部を覆うようにして、設置面としての地面Ｇに対し、シート状体
としてのプラスチックフィルムＰｆ（所謂、マルチシート等）が敷設されている。また、
プラスチックフィルムＰｆを地面Ｇに固定するための固定具１は、略円柱状の埋め込み部
２と、埋め込み部２の一端部に連結され、埋め込み部２よりも径の大きい略円盤状の押さ
え部３とを備えている。固定具１の設置状態では、埋め込み部２が、地面Ｇに設置された
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プラスチックフィルムＰｆを貫通して地面Ｇに埋め込まれるとともに、押さえ部３が、地
面Ｇとの間にプラスチックフィルムＰｆを挟み込むようになっている。本実施形態の固定
具１は、ポリアセタールにより一体的に形成されている。
【００２７】
　また、図３、図７等に示すように、埋め込み部２は、押さえ部３と連結される側の部位
であり、略円柱状体を肉抜きしたような形状とされる埋め込み維持部４と、埋め込み部２
の先端部側の部位であり、外面が平滑面とされる先端構成部５とから構成されている。よ
り具体的に、埋め込み維持部４は、埋め込み部２の長手方向に沿って延びる相対する一対
の外側リブ６を備えるとともに、一対の外側リブ６の横幅方向中間位置の間を連結する連
結リブ８、及び、連結リブ８に対して直交して延びる交差リブ９を具備し、埋め込み部２
の長手方向に沿って延びる断面十字状の内側リブ７を備え、断面略王の字状をなしている
。
【００２８】
　尚、図３、図５等に示すように、埋め込み部２は、その先端部側に向けて、漸次縮径す
るように構成され（外形状が略円錐形状に構成され）、先端構成部５は、埋め込み維持部
４よりも、縮径する変化率が大きくなるように構成されている上、先端構成部５のなかで
も特に先端部分は、縮径する変化率がより大きく構成されて、略円錐形状とされている。
【００２９】
　加えて、図１、図３、図７等に示すように、埋め込み維持部４は、交差リブ９と、外側
リブ６との間を連結し、埋め込み維持部４の長手方向に対して直交する方向に延びる略平
板状の仕切りリブ１１を備えている。仕切りリブ１１は、埋め込み維持部４の長手方向に
おいて互いに所定距離を隔てて複数箇所に設けられている。また、図７等に示すように、
仕切りリブ１１の外縁部、交差リブ９の外縁部、及び、外側リブ６の外面は、それぞれ断
面円弧状に構成されている。さらに、各仕切りリブ１１の外縁部の両端部は、それぞれ交
差リブ９の外縁部の端部、及び、外側リブ６の外面の端部と段差なく連結されており、本
実施形態では、埋め込み維持部４の断面において、仕切りリブ１１の外縁部、交差リブ９
の外縁部、及び、外側リブ６の外面を繋げると略正円形状となる。
【００３０】
　また、図３、図８等に示すように、埋め込み維持部４は、連結リブ８の両側面からそれ
ぞれ埋め込み部２の外周側に突出するとともに、一対の外側リブ６から、その間に位置す
る交差リブ９に向けて、埋め込み部２の先端部側に傾斜して延びるＶ字状リブ１２を備え
ている。図２、図３、図６等に示すように、Ｖ字状リブ１２は、交差リブ９よりも埋め込
み部２の外周側に突出している。さらに、Ｖ字状リブ１２は、交差リブ９の外側端縁とも
連結されるように構成されている。
【００３１】
　本実施形態では、図７（図８）に示すように、埋め込み維持部４の断面において、Ｖ字
状リブ１２の外縁部のうち連結リブ８と交差リブ９との交差部１３（本例では、内側リブ
７の断面の中央部）から最も離間している部位と、交差部１３との間の距離が、外側リブ
６の外面のうち交差部１３から最も離間している部位と、交差部１３との間の距離よりも
長く構成されている。特に、本実施形態では、上記のように、埋め込み維持部４の外周形
状が断面略正円形状をなしており、Ｖ字状リブ１２は、埋め込み部２の長手方向において
Ｖ字状リブ１２と同じ位置における交差リブ９の外縁部、及び、外側リブ６の外面によっ
て一部が構成される仮想の略正円形状よりも埋め込み部２の外周側に突出するような格好
となっている。
【００３２】
　加えて、図２、図８等に示すように、本実施形態のＶ字状リブ１２、及び、仕切りリブ
１１は、連結リブ８の両側面側において対をなすようにして（連結リブ８の一側面側に設
けられたものと、他側面側に設けられたものとが連結リブ８を中心に対称形状とされるよ
うにして）設けられている。加えて、埋め込み維持部４の長手方向においては、Ｖ字状リ
ブ１２は３箇所に設けられ、仕切りリブ１１は８か所に設けられている。図１等に示すよ
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うに、本実施形態では、仕切りリブ１１よりも先端構成部５に近い位置にＶ字状リブ１２
が設けられ、また、Ｖ字状リブ１２同士の間に、２つの仕切りリブ１１が設けられ、Ｖ字
状リブ１２と、押さえ部３との間に４つの仕切りリブ１１が設けられるようになっている
。
【００３３】
　また、図２、図４等に示すように、Ｖ字状リブ１２のうち埋め込み部２の先端部側の縁
部である先端縁と、交差リブ９の外側端縁との間を連結する補助リブ１４が設けられてい
る。補助リブ１４は、交差リブ９の外側端縁から埋め込み部２の外周側に向けて、Ｖ字状
リブ１２の先端縁からの突出長が次第に短くなるよう構成されている。
【００３４】
　さらに、図２、図４等に示すように、埋め込み維持部４のうち、当該埋め込み維持部４
の長手方向中央部よりも若干押さえ部３側の位置から、押さえ部３までの範囲にかけて、
交差リブ９を埋め込み部２の外周側に延長させるようにして設けられる補強部１５を備え
ている。つまり、補強部１５は、埋め込み部２の長手方向に沿って延び、押さえ部３と連
結されている。さらに、補強部１５は、仕切りリブ１１の外縁部、交差リブ９の外縁部、
及び、外側リブ６の外面により構成される断面略正円形状の埋め込み維持部４の外周面よ
りも外方（埋め込み部２の外周側）に突出しているとともに、埋め込み維持部４の長手方
向中央部側から押さえ部３側に向けて、交差リブ９からの突出長が漸次大きくなるように
構成されている。加えて、図８等に示すように、補強部１５のうち押さえ部３側の端部に
おける埋め込み維持部４からの突出長は、Ｖ字状リブ１２の埋め込み維持部４からの突出
長よりも大きくなっている。
【００３５】
　また、図１、図３、図５等に示すように、外側リブ６から埋め込み部２の外周側に向け
て押さえ部３側に傾斜して突出する抜け止め突部１６と、埋め込み部２のうち抜け止め突
部１６が設けられている部位よりも押さえ部３側において、外側リブ６から埋め込み部２
の外周側に向けて押さえ部３側に傾斜して突出する位置決め突部１７とを備えている。抜
け止め突部１６は、一対の外側リブ６のそれぞれにおいて、３つずつ、上下に互いに所定
距離を隔てて設けられている。図３、図４に示すように、抜け止め突部１６のうち埋め込
み部２の先端部側の面は湾曲形状をなしている。また、図５等に示すように、各外側リブ
６に設けられた抜け止め突部１６の突出の向きや形状はほぼ同じ（埋め込み部２の先端部
側の抜け止め突部１６の方が若干外方に開き、かつ、若干大きくなっている）となってい
る。
【００３６】
　さらに、本実施形態では、一対の外側リブ６のうち、一方に設けられた抜け止め突部１
６の付根部の位置と、他方に設けられた抜け止め突部１６の付根部の位置とが、埋め込み
部２の長手方向においてずれている。より具体的には、図１に示すように、一対の外側リ
ブ６のうち、一方の外側リブ６に設けられた抜け止め突部１６は、外側リブ６のうち、Ｖ
字状リブ１２の押さえ部３側の隣に設けられている仕切りリブ１１と連結されている部位
から突出し、他方の外側リブ６に設けられた抜け止め突部１６は、外側リブ６のうち、前
記一方の外側リブ６に対応する仕切りリブ１１の隣に設けられている仕切りリブ１１と連
結されている部位から突出している。尚、抜け止め突部１６が外側リブ６のうち、仕切り
リブ１１と連結されている部位から突出していることにより、抜け止め突部１６の付根部
の周辺部の強度が高められ、変形・損傷等が抑止される等の作用効果が奏される。
【００３７】
　加えて、図１、図３、図５等に示すように、位置決め突部１７は一対の外側リブ６から
それぞれ突出するようにして一対で設けられている。さらに、一対の位置決め突部１７は
、埋め込み部２の長手方向において同じ位置に設けられている。また、位置決め突部１７
は、抜け止め突部１６に比べ、突出長が小さく、かつ、埋め込み部２に対する角度が垂直
に近くなるように構成されている。つまり、位置決め突部１７の付根部から先端部までの
長さは、抜け止め突部１６の付根部から先端部よりも短く、位置決め突部１７の先端部と
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、外側リブ６との間の距離は、抜け止め突部１６の先端部と、外側リブ６との間の距離よ
りも短くなっているが、位置決め突部１７の先端部の外側リブ６からの距離、及び、抜け
止め突部１６の先端部の外側リブ６からの距離の差は、位置決め突部１７、及び、抜け止
め突部１６の長さの差に比べると小さくなっている。
【００３８】
　また、図３、図８等に示すように、本実施形態では、埋め込み部２の周方向において、
抜け止め突部１６、及び、位置決め突部１７の中心位置と、前記補強部１５の中心位置と
が９０度異なるように相対配置されており、埋め込み部２の内外周方向における抜け止め
突部１６、及び、位置決め突部１７の埋め込み部２からの突出方向と、補強部１５の埋め
込み部２からの突出方向とについても、互いに直交する方向に延びるように構成されてい
る。加えて、図１、図５に示すように、抜け止め突部１６、及び、位置決め突部１７の先
端部と、外側リブ６との間の距離は、押さえ部３の外周部と、埋め込み部２との間の距離
の１／２よりも短くなっている。さらに、図１に示すように固定具１を側面視した場合に
、位置決め突部１７の埋め込み部２からの突出方向の延長線上に、押さえ部３が位置する
ように構成されている。
【００３９】
　加えて、図３等に示すように、押さえ部３には、埋め込み部２が連結された面（裏面）
とは反対側の面であって、固定具１の設置状態において上方に露出する面である表面側に
おいて、押さえ部３の中央部を含む範囲から上方に突出する補強凸部１８が設けられてお
り、押さえ部３としては、補強凸部１８が設けられている部位が厚肉部となっている。補
強凸部１８の外周形状は、平面視で、押さえ部３の外周形状に対し、一回り小さい同心円
となっている。
【００４０】
　また、図４、図８に示すように、押さえ部３の裏面側には、押さえ部３の中央部を通る
ようにして、交差リブ９の連結リブ８からの突出方向に沿って延びる裏面側突条部１９が
設けられている。本実施形態では、裏面側突条部１９に対し、交差リブ９、及び、補強部
１５が連結されている。尚、図１に示すように、固定具１を連結リブ８が正面となる向き
で視認した場合には、押さえ部３は中央部が両側部に対して上方に位置するようにして若
干湾曲し、図２に示すように、固定具１を外側リブ６が正面となる向きで視認した場合に
は、押さえ部３は中央部が両側部に対して下方に位置するようにして若干湾曲している。
【００４１】
　以上詳述したように、本実施形態によれば、固定具１の埋め込み部２は、一対の外側リ
ブ６と、一対の外側リブ６間を連結する内側リブ７とを備えて断面略王の字状をなす埋め
込み維持部４を備えている。また、埋め込み維持部４は、外側リブ６と、内側リブ７との
間を連結し、埋め込み部２の長手方向に対して直交する方向に延びる仕切りリブ１１を備
えている。さらに、埋め込み部２は、埋め込み維持部４に対応して、連結リブ８の両側面
からそれぞれ埋め込み部２の外周側に突出するとともに、一対の外側リブ６から、その間
に位置する交差リブ９に向けて、埋め込み部２の先端部側に傾斜して延びるＶ字状リブ１
２を備えている。加えて、仕切りリブ１１は、その外縁部が、外側リブ６の外面、及び、
交差リブ９の外縁部とともに略正円形状を形成する一方で、Ｖ字状リブ１２は、交差リブ
９（前記略正円形状）よりも埋め込み部２の外周側に突出しており、さらには、交差リブ
９の外側端縁とも連結されている。
【００４２】
　このため、固定具１を地面Ｇに設置した場合には、地面Ｇを構成する設置面構成体とし
ての土が、埋め込み部２の内側リブ７と、外側リブ６と、仕切りリブ１１と、Ｖ字状リブ
１２とで囲まれた領域に進入する。つまり、固定具１そのものとしては、埋め込み部２（
埋め込み維持部４）を適宜肉抜きしたような格好の断面略王の字状に構成されて軽量化、
省資源化等が図られる。その一方で、地面Ｇに設置された固定具１を地面Ｇから抜き取る
際に、埋め込み維持部４の内側に入り込んだ土についても、一緒に持ち上げる必要が生じ
る。特に、Ｖ字状リブ１２は、交差リブ９よりも埋め込み部２の外周側に突出しており、
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固定具１を地面Ｇから抜き取る際には、当該Ｖ字状リブ１２の突出部位の上方に位置する
土をＶ字状リブ１２で押し退ける等の必要が生じる。従って、土を利用して、地面Ｇに設
置された固定具１の重し（抜け方向への抵抗）を効率的に付加することができ、固定具１
の設置状態の安定化等を図ることができる。結果として、固定具１を使用して、プラスチ
ックフィルムＰｆの敷設状態をより安定化させることができる。
【００４３】
　さらに、Ｖ字状リブ１２は、埋め込み部２の先端部側に向けて細くなるように構成され
ている。このため、固定具１を地面Ｇに設置する際には、（Ｖ字状リブ１２が埋め込み部
２の長手方向に対して直交して延在する場合に比べ）Ｖ字状リブ１２を地面Ｇに対し比較
的容易に挿入させることができる。従って、交差リブ９よりも埋め込み部２の外周側に突
出するＶ字状リブ１２を設ける場合であっても、固定具１の設置作業性の低下を抑制する
ことができる。加えて、Ｖ字状リブ１２のうち固定具１の設置状態における上面は、その
上方に位置する土をより確実に受け止める（Ｖ字状リブ１２の上方に位置する土がＶ字状
リブ１２の両側方に逃げ難い）形状となっていることから、Ｖ字状リブ１２（埋め込み部
２）が上方に相対変位するといった事態をより確実に防止することができる。従って、固
定具１の設置状態の安定化等を図るといった作用効果がより一層奏されることとなる。
【００４４】
　加えて、Ｖ字状リブ１２は、交差リブ９、及び、外側リブ６（埋め込み部２の長手方向
においてＶ字状リブ１２と同じ位置における交差リブ９の外縁部、及び、外側リブ６の外
面により一部が構成される仮想の略正円形状）よりも埋め込み部２の外周側に突出してい
る。このため、埋め込み部２から外周側に突出したＶ字状リブ１２により、地面Ｇに埋め
込まれた埋め込み部２の回転変位や傾倒変位についても抑制することができる。そのため
、埋め込み部２の変位に起因して固定具１が抜け易い状態になってしまうといった事態の
抑止を図ることができる。
【００４５】
　また、Ｖ字状リブ１２のうち埋め込み部２の先端部側の縁部である先端縁と、交差リブ
９の外側端縁との間を連結する補助リブ１４が設けられ、補助リブ１４は、交差リブ９の
外側端縁から埋め込み部２の外周側に向けて、Ｖ字状リブ１２の先端縁からの突出長が次
第に短くなるよう構成されている。このため、固定具１を地面Ｇに設置する場合において
、Ｖ字状リブ１２がプラスチックフィルムＰｆを貫通したり、地面Ｇに埋め込まれたりす
る際に、Ｖ字状リブ１２のうち、固定具１の地面Ｇへの埋め込み方向先端側の縁部（先端
縁）に対し、プラスチックフィルムＰｆ、及び、地面Ｇの土が接触した場合には、補助リ
ブ１４の傾斜によって、当該プラスチックフィルムＰｆ、及び、土が、埋め込み部２の外
周方向に案内されることとなる。従って、Ｖ字状リブ１２を比較的スムースにプラスチッ
クフィルムＰｆ、及び、地面Ｇに挿通・挿入させることができ、固定具１の設置作業性の
向上を図ることができる。特に、プラスチックフィルムＰｆに関しては、Ｖ字状リブ１２
が挿通される際にプラスチックフィルムＰｆが比較的大きく破れてしまう、或いは、Ｖ字
状リブ１２がプラスチックフィルムＰｆに上手く挿通されずに、Ｖ字状リブ１２によって
プラスチックフィルムＰｆが地中に埋設されてしまうといった事態を防止することができ
る。
【００４６】
　また、補助リブ１４により、Ｖ字状リブ１２の先端縁と、交差リブ９との連結部位を補
強することができ、固定具１の設置時、回収時、或いは、プラスチックフィルムＰｆによ
り地面Ｇから抜ける方向に力が加えられた場合において、Ｖ字状リブ１２が付根の部分で
折れてしまう等といった事態を抑止することができる。
【００４７】
　さらに、埋め込み維持部４のうち押さえ部３側の部位において、交差リブ９を埋め込み
部２の外周側に延長させるようにして設けられ、押さえ部３と連結される補強部１５が設
けられている。補強部１５が設けられることにより、埋め込み部２と、押さえ部３とをよ
り強固に連結することができる。従って、押さえ部３が埋め込み部２に対して相対的に傾
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くようにして変形・損傷してしまうといった事態を抑止することができる。また、補強部
１５を設けることにより、押さえ部３の強度及び剛性を高めることができる。従って、例
えば、固定具１を地面Ｇに設置する際に押さえ部３がハンマー等で叩かれたり、或いは、
固定具１の設置状態において押さえ部３が作業者に踏まれたり等した場合に、押さえ部３
が変形・損傷してしまうといった事態を抑止することができる。さらに、固定具１の地面
Ｇへの設置に際してハンマー等により押さえ部３が殴打された場合に、当該押さえ部３自
体の変形が抑制されることに伴って、ハンマー等の殴打による力を埋め込み部２により効
率的に伝えることができる。従って、固定具１の設置作業性の向上等を図ることができる
。
【００４８】
　特に、本実施形態のように、補強部１５を交差リブ９（の外縁部、及び、外側リブ６の
外面により構成される仮想の略正円形状）よりも埋め込み部２の外周側に突出させて、押
さえ部３と連結することにより、埋め込み部２と、押さえ部３とをより強固に連結したり
、押さえ部３の変形を防止したりする等といった作用効果がより顕著に奏されることとな
る。さらに、補強部１５により、埋め込み維持部４と、押さえ部３との連結部において、
外側リブ６が設けられていない箇所の強度（剛性）を効果的に高めることができる。
【００４９】
　また、外側リブ６から埋め込み部２の外周側に向けて押さえ部３側に傾斜して突出する
抜け止め突部１６と、埋め込み部２のうち抜け止め突部１６が設けられている部位よりも
押さえ部３側において、外側リブ６から埋め込み部２の外周側に向けて押さえ部３側に傾
斜して突出する位置決め突部１７が設けられている。さらに、位置決め突部１７は、抜け
止め突部１６に比べ、突出長が小さく、かつ、埋め込み部２に対する角度が垂直に近くな
るように構成されている。このように、抜け止め突部１６が設けられることにより、地面
Ｇに設置された固定具１の抜け方向（上方）への変位をより一層防止することができる。
さらに、地面Ｇに設置された固定具１が、地面Ｇを構成する土の中で傾いたり、回転した
りしてしまい、固定具１が抜け易い状態となってしまうといった事態をより一層防止する
ことができる。従って、固定具１の設置状態をより一層安定化させることができる。
【００５０】
　また、例えば、比較的柔らかい地面Ｇに設置されたプラスチックフィルムＰｆが作業者
に踏まれる等した場合には、プラスチックフィルムＰｆが固定具１に対して下方に相対変
位し、固定具１がプラスチックフィルムＰｆ及び地面Ｇから抜け出し易い状態とされてし
まうことが懸念される。この点、抜け止め突部１６よりも押さえ部３に近い位置に設けら
れた位置決め突部１７により、プラスチックフィルムＰｆが固定具１に対して下方に相対
変位した場合には、プラスチックフィルムＰｆが位置決め突部１７に支持され（引っ掛か
り）、それ以上の相対変位が防止されるようになっている。従って、固定具１が地面Ｇか
ら抜けてしまうといった事態を防止することができる。
【００５１】
　さらに、抜け止め突部１６よりも押さえ部３側に位置する位置決め突部１７は、抜け止
め突部１６よりも突出長が小さく構成されている。このため、固定具１の設置に際して、
プラスチックフィルムＰｆが押さえ部３の下面側に相対変位する段階で、位置決め突部１
７がプラスチックフィルムＰｆに干渉してプラスチックフィルムＰｆの変位が阻害される
といった事態を防止することができる。加えて、位置決め突部１７は、抜け止め突部１６
よりも外方に開くような格好で突出している。このため、位置決め突部１７は比較的小型
ではあるものの、極力外方に大きく開くことで、固定具１の周辺部のプラスチックフィル
ムＰｆが作業者に踏まれる等した場合において、位置決め突部１７がプラスチックフィル
ムＰｆに当接し易くすることができ、上記のように、プラスチックフィルムＰｆが固定具
１に対して下方に相対変位することを防止するといった作用効果がより確実に奏される。
また、位置決め突部１７を、プラスチックフィルムＰｆにおいて固定具１が挿通されたこ
とにより形成された挿通孔から極力離れた位置に当接させるとともに、プラスチックフィ
ルムＰｆに対する位置決め突部１７の角度を極力緩くすることができる。従って、位置決
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め突部１７がプラスチックフィルムＰｆに突き刺さり、プラスチックフィルムＰｆを貫通
したり、位置決め突部１７がプラスチックフィルムＰｆの端部（挿通孔周辺部）の近くに
当接する（突き刺さる）ことで、当接状態が解除され易くなったり、プラスチックフィル
ムＰｆのうち位置決め突部１７が当接した部位と、挿通孔との間が破れたりするといった
事態を抑制することができる。
【００５２】
　尚、抜け止め突部１６が位置決め突部１７よりも下方に設けられ、固定具１の地面Ｇへ
の設置状態において比較的深い位置に配置されることにより、抜け止め突部１６による固
定具１の抜け止めの作用効果がより顕著に奏されることとなる。
【００５３】
　また、位置決め突部１７は、埋め込み部２の長手方向における同じ位置、かつ、埋め込
み部２の周方向において相反する位置に一対で設けられる。このため、固定具１の周りの
プラスチックフィルムＰｆが踏まれた位置によって、プラスチックフィルムＰｆと固定具
１との相対変位を抑止するといった上記作用効果が奏されたり、奏されなかったりすると
いった事態を抑制することができる。
【００５４】
　さらに、埋め込み部２に対して複数設けられている抜け止め突部１６（の付け根部）は
、埋め込み部２の長手方向において互いにずれた位置に設けられている。このため、埋め
込み部２をプラスチックフィルムＰｆに挿通させる際に、複数の抜け止め突部１６が同時
にプラスチックフィルムＰｆに挿通されることで、プラスチックフィルムＰｆに対して比
較的大きな孔（挿通孔）が形成されてしまうといった事態を抑制することができる。
【００５５】
　加えて、押さえ部３は、平面視中央部を含む部位において補強凸部１８を備え、当該補
強凸部１８が設けられた部位が厚肉部とされている。このため、固定具１の地面Ｇへの設
置に際してハンマー等により押さえ部３が殴打された場合に、当該押さえ部３の変形を防
止することができるとともに、ハンマー等の殴打による力を埋め込み部２により効率的に
伝えることができる。
【００５６】
　また、Ｖ字状リブ１２の埋め込み部２からの突出方向と、抜け止め突部１６の埋め込み
部２からの突出方向とが交差する（直交する）ようになっている。このため、Ｖ字状リブ
１２、及び、抜け止め突部１６を設けることにより、地面Ｇに設置された状態の固定具１
を地面Ｇから抜け難くするといった作用効果がより効果的に奏される。
【００５７】
　尚、上記実施形態の記載内容に限定されず、例えば次のように実施してもよい。勿論、
以下において例示しない他の応用例、変更例も当然可能である。
【００５８】
　（ａ）上記実施形態において、Ｖ字状リブ１２の形状としては、外側リブ６と、交差リ
ブ９との間において、斜めに直線状に延びるといった構成に限定されるものではなく、湾
曲して延びていてもよい（例えば、側面視で略Ｕ字状等をなしていてもよい）。また、例
えば、Ｖ字状リブ１２の数や配置は特に限定されるものではなく、例えば、埋め込み部２
の下部に一対だけ設けることとしてもよい。さらに、例えば、埋め込み部２の長手方向に
おいて複数箇所にＶ字状リブ１２が、埋め込み部２の周方向において互いに位置がずれる
ように設けられることとしてもよい。この場合、埋め込み部２の埋め込み易さが低下する
一方で、抜け難さが向上する。
【００５９】
　（ｂ）上記実施形態では、埋め込み維持部４の断面において、仕切りリブ１１の外縁部
、交差リブ９の外縁部、及び、外側リブ６の外面により略正円形状が形成されるように構
成されているが、例えば、略楕円形状、或いは、略長方形状等が形成されるように構成さ
れることとしてもよい。また、上記実施形態では、Ｖ字状リブ１２が、埋め込み部２の長
手方向において当該Ｖ字状リブ１２と同じ位置における交差リブ９の外縁部、及び、外側
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ているが、少なくとも交差リブ９よりも外方に突出していればよい。特に、Ｖ字状リブ１
２が、埋め込み部２の長手方向において当該Ｖ字状リブ１２と同じ位置における交差リブ
９の外縁部、及び、外側リブ６の外面のうち、内側リブ７の交差部１３から最も離間して
いる部位と、交差部１３との間の距離よりも、Ｖ字状リブ１２の外縁部と、交差部１３と
の間の距離が大きく構成されることで、Ｖ字状リブ１２によって、埋め込み部２の地中に
おける姿勢を保持し易くするといった作用効果がより顕著に奏されることとなる。
【００６０】
　（ｃ）上記実施形態において、抜け止め突部１６、位置決め突部１７、補強部１５の数
や配置についても特に限定されるものではなく、適宜、変更可能である。抜け止め突部１
６が埋め込み部２から外周側（交差リブ９の外縁部、及び、外側リブ６の外面により構成
される仮想の略正円形状よりも外周側）に突出して設けられていればよく、例えば、先端
構成部５に設けられていてもよい。位置決め突部１７は、埋め込み維持部４において、抜
け止め突部１６よりも押さえ部３側に設けられていればよく、埋め込み部２の周方向にお
いて、抜け止め突部１６と位置がずれていてもよい。また、補強部１５が交差リブ９を埋
め込み部２の外周側に延長させるようにして設ける構成に代えて、又は、加えて、外側リ
ブ６から突出する補強部１５を設けることとしてもよい。尚、抜け止め突部１６、位置決
め突部１７、及び、補強部１５を省略することも可能である。さらに、補助リブ１４や仕
切りリブ１１を省略することも可能である。
【００６１】
　また、上記実施形態の埋め込み部２は、先端構成部５の外周面が平滑面に構成されてい
るが、埋め込み部２のうち、押さえ部３との連結部から先端部、又は、先端部近傍部まで
が、断面略王の字状の埋め込み維持部４として構成されるように構成してもよい。さらに
、埋め込み部２の先端部を先鋭形状（略円錐形状）としなくてもよく、例えば、円錐台形
状としてもよい。
【００６２】
　（ｄ）上記実施形態の固定具１は、農作物の育成を補助するべく畑の地面Ｇに敷設され
たプラスチックフィルムＰｆ（例えば、薄幕状に構成したポリ塩化ビニル、ポリエチレン
、ポリオレフィン等）を固定するものとして具体化されているが、例えば、緑化のために
地面に敷設されるシート状体（所謂、植生シート、植生マット。例えば、種子や肥料が装
着されたシート状の不織布、生分解性プラスチック等）を地面に固定するものとして具体
化してもよい。また、固定具１が固定される設置面としても地面Ｇに限定されるものでは
なく、例えば、固定具１を埋め込んで（差し込んで）固定可能なもの（例えば、スポンジ
等）であればよい。
【００６３】
　（ｅ）上記実施形態では、固定具１はポリアセタールにより構成されているが、ポリプ
ロピレン、ポリエチレン、ＡＢＳ、ＰＥＴ、ポリアミド、生分解性プラスチック等その他
の樹脂材料により構成されることとしてもよい。
【符号の説明】
【００６４】
　１…固定具、２…埋め込み部、３…押さえ部、４…埋め込み維持部、６…外側リブ、７
…内側リブ、８…連結リブ、９…交差リブ、１２…Ｖ字状リブ、１３…交差部、１４…補
助リブ、１５…補強部、１６…抜け止め突部、１７…位置決め突部、Ｇ…地面、Ｐｆ…プ
ラスチックフィルム。
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